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公開セミナー（7 月 23 日午後）へのご案内と参加申し込み方法のお知らせ 

 

 

関係各位                                                  2019 年 7 月 

一般社団法人 緑の循環認証会議 

(SGEC/PEFC ジャパン) 

 
2019 SGEC/PEFC 森林認証セミナー 

～森林認証が SDGｓ達成にはたす役割～ 
  

１． 実施趣旨 

1990 年代初めに持続可能な森林経営の必要性が提起され、その具体的な手段として森林

認証の取り組みが開始されてから、20 年以上が経過しました。この間、世界の森林面積

に占める認証面積は、10％を占めるなど着実な広がりが見られるようになってきていま

す。 

 
このような中で、2015 年には、国連で 2030 年までの持続可能な開発目標（SDGs）が採択

され、先進国、途上国を含め、世界が私たちの地球を持続可能な形で将来に引き継ぐため

の目標が定められ、我が国においても、この目標を踏まえ、行政、経済界一体となった取

り組みが行われ始めています。 

 

SDGs の達成のためには、持続可能な森林経営の実現が重要な位置づけにあり、持続可能

な森林経営を証明する森林認証や認証林産製品の利用は、地球温暖化対策を含む SDGs 目

標の実現に大きく貢献します。 

 

このため、SDGs と森林認証との関係をさらに分析するとともに、森林認証に対する人々

の認知度の向上を図り、森林認証と認証製品の一層の普及・拡大のための方策を見いだ

すため、2019 SGEC/PEFC 森林認証セミナーを開催します。  

 

2.  実施時期 2019 年 7月 23 日（火曜日） 開場 13：00 開会 13:30－ 17:00 閉会 

3． 参加費  無料   会場収容人数 150 人程度 原則事前申し込み 

4. 実施場所 三会堂ビル 9Ｆ 石垣記念ホール 〒107-0052 東京都港区赤坂１丁目 9-13 

5． 実施主体 〈一社〉緑の循環認証会議, 森林認証促進協議会 

 

本事業は、公益社団法人 国土緑化推進機構「緑と水の森林ファンド」の助成を受けています。 

連絡先：（一社） 緑の循環認証会議 担当:三島、瀬川 Tel： 03-6273-3358 E メール： info@sgec-pefcj.jp 
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2019 SGEC/PEFC 2019 森林認証セミナー(7 月 23 日 13:30-17:00)プログラム 

 

開場  : 13:00  開会: 13:30-閉会 17：00  

司会    : ミス曰本みどりの女神．藤本麗華 

開会挨拶: 緑の循環認証会議会⾧ 佐々木恵彦 

来賓祝辞: 林野庁（予定） 

基調講演: SDGs と森林認証～SGEC/PEFC-ジャパンの理念と活動～ 

：志賀和人 前筑波大学教授 

(休憩） 

パネルディスカッション 

コーディネーター：宮林茂幸 東京農業大学教授 

コメンテーター ：志賀和人 前筑波大学教授 

パネリスト    :ジャーナリスト 葛城奈海、 高見林業社⾧ 齊藤正（栃木県） 他 

ディスカッション 

森林認証促進協議会のご紹介 

終了 17：00 

……………………………………………………………………………………………………… 

2019 SGEC/PEFC 森林認証セミナー(7 月 23 日火曜日午後) 
参加申し込み方法 申し込み期限（7 月 22 日（月曜日）） 
 
申し込み方法 （以下の方法１、方法２のどちらかで申し込んでください） 
方法１：以下の URL を開き、申し込み様式にご記入、ご返送ください。 

（お一人づつ入力で、お手数をかけますが、できるだけこの方法で申し込んでくださるよう

希望します。申し込み一覧表作成の手間を省くためです。） 

https://form.os7.biz/f/be983c42/ 

 

方法 2：E-Mail info@sgec-pefcj.jp または FAX 03-6273-3368 で 

以下の参加申込書に記入して、メール返信または FAX で返信してください。 

 

参加申込書（2019 SGEC/PEFC 森林認証セミナー（7月 23 日午後） 
 

１． お名前（数名連記可） 

２． 所属組織・部署・職名または個人参加 

３． 連絡先（電話、FAX、E-メールアドレス） 

……………………………………………………………………………………………………… 
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……………………………………………………………………………………………………… 

 
担当 三島、瀬川  

……………………………………………………………………………………………………… 


